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第１章 調査の概要 
１ 調査の目的 

令和５年度に策定する「第９期豊田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（令和
６年度～令和８年度）」（以下「第９期計画」といいます。）に、市民及び関係機関の意見
を反映させるとともに、高齢者を取り巻く状況について基礎資料を得るため、各種調査
を行いました。 
 

２ 調査方針 

□ 調査項目設定の方針 
第８期豊田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の重点施策の進捗及び前回調査

からの経年変化を確認するために、前回の調査項目を基本とした内容にしました。第９
期計画において、新たに検討が必要と思われる視点については、項目を追加しました。 

 
□ 調査の設問数 
回答者の方の負担に配慮し、豊田市が実施した各種調査結果の活用等により設問を厳

選し、設問数をなるべく少なく設定しました。 
 

３ 調査方法 

高齢者や認定者など当事者、ケアマネジャーや事業者など関係機関にアンケート調査
を行うとともに、統計データ・既存の市のアンケート調査などの活用を図りました。 
主な調査内容は次の通りです。 
 
○アンケート調査 
・調査対象（R4.９.１現在） 

高齢者 65歳以上（要支援等・要介護と認定されていない）の人 

要支援・事業対象者 要支援と認定されている人、及び、介護予防・生活支援サービ
ス事業対象者 

要介護認定者 要介護と認定されている人 

事業者 市内の介護サービス事業者（法人単位） 

ケアマネジャー 市内の居宅介護支援事業所のケアマネジャー 
（73事業所に２枚配布） 

＊高齢者、要支援・事業対象者、要介護認定者は、対象者から無作為抽出 
＊事業者は全法人、ケアマネジャーは全居宅介護支援事業所に配布  
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・調査方法等 

各アンケート共通 

郵送配布・郵送回収（事業者及びケアマネジャー調査は、一部
WEB回答あり） 
調査基準日 令和４年９月１日 
令和４年 9～10月に実施 

 

・主な設問 

高齢者 属性、日常生活、社会参加、生きがいや楽しみ、住まいや医療・
看護、高齢者福祉 

要支援・事業対象者 属性、日常生活、社会参加、生きがいや楽しみ、高齢者福祉 

要介護認定者 属性、施設での生活、在宅での生活、主な介護者、高齢者福祉 

事業者 法人について、運営、介護職員の人材、業務の効率化・生産性
向上、地域での活動、高齢者福祉 

ケアマネジャー 法人・回答者の属性、業務やケアプラン、多職種連携・研修、
高齢者福祉、情報通信技術の活用 

 

・回収結果 
 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

高齢者 3,000 2,259 75.3% 2,259 75.3% 

要支援・事業対象者 2,000 1,416 70.8% 1,362 68.1% 

要介護認定者 2,000 1,256 62.8% 1,242 62.1% 

事業者 171 133 77.8％ 132 77.2% 

ケアマネジャー 75事業所 112 － 112 － 
＊Ｗｅｂを通じた回答は、事業者 44、ケアマネジャー16 
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４ 集計・分析にあたって 

○ 回答の比率は、その設問に該当する回答者数を基数（ｎ）として算出しました。し
たがって、複数回答の設問については、すべての比率を合計すると 100％を超えます。 

○ 回答率（％）は、小数点以下第２位を四捨五入しました。したがって、単数回答の
場合であっても、比率の合計が 100％にならない場合があります。 

○ 本報告書の表、グラフ等の見出しおよび文書中での回答選択肢は、本来の意味を損
なわない程度に省略して掲載している場合があります。 

○ 各クロス集計には、年齢、性別、居住地域、世帯状況等について無回答があります。 
○ 居住地域は、下図の通り８つの日常生活圏域ごとに集計しています。 

 

・豊田市の日常生活圏域 
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